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論文内容の要旨
[目的]絞距性神経障害の実験モデルはこれまでに多く発表されているが，実際の臨床の病態に対応した
慢性のモデルは少ない。今回我々は異物を使用しない，新しい実験モデルを作成し，絞促性神経障害の病
態を検討したので報告する。
[方法]異物を使用しない新しい絞施性神経障害のモデルを日本白色家兎(オスt 2.8・3.3kg)の総僻骨神
経を緋腹筋鍵で包み，膝の動きに応じて摩擦，圧迫がかかるようにして作成した。 1t 4 t 12. 24週後
(各5羽5肢)に1)肉眼的観察.2)電気生理学的検索(運動神経伝導速度).3)組織学的検索(絞挺部
中央，絞泥部遠位6mm)を行った。
[結果および考察]肉眠的には絞施部での神経と筋臆の癒着，神経外膜血管の狭窄，途絶は経時的に進ん
だ。摩擦，圧迫のかかりやすい浅跡骨神経の運動神経伝導速度は健側比で4週以降，低下したが深勝骨神
経では24週にて低下を認めた。浅排骨神経神経束では4週時より神経周膜の肥厚，大径線維の減少を認め
た。一方探勝骨神経神経東では絞施部，遠位6mmともに24週で神経周膜の肥厚，小径線維の割合の増力民
陪鞘の希薄化を認めた。慢性の絞拓性神経障害の病態として有髄神経線維は初期にはやや大径化するもの
の，次第に髄鞘の希薄化をきたし，遠位性軸索萎縮の状態に至るものと思われた。
またこの実験では，絞蛇筋腫より離れて位置する深腕骨神経の神経東に支配された前腔骨筋から導出し
た運動神経伝導速度は初期iこは変化せず.24週ではじめて低下した。また組織学的にも浅緋骨神経神経束
に比べ深耕骨神経神経東の万が障害が軽度であった。このことより絞挺する筋腫と神経東の位置関係によっ
て神経東の障害の程度が異なるものと考えられた。
論文審査の結果の要旨
絞Vi性神経障害の実験モデルはこれまでに多く発表されているが，実際の臨床の病態に対応した慢性の
モデルは少ない。本研究は異物を使用しない，新しい実験モデルを作成し，絞施性神経障害の病態を検討
したものである。白木白色家兎(オス.2.8-3.3kg)の総跡骨神経を腕腹筋健で包み.膝の動きに応じて摩
擦.圧迫がかかるようにして作成した。1. 4 t 12. 24週後(各5羽5肢)に 1)肉眼的観察， 2)電気
生理学的検索(運動神経伝導速度). 3) 組織学的検索(絞挺部中央，絞~ß部遠位 6 Ilm)を行った。肉眼
的には絞施部での神経と筋腿の癒着，神経外膜血管の狭窄，途絶は経時的に進んだ。摩擦. J七迫のかかり
やすい浅腕骨神経の運動神経伝導速度は健側比で4週以降低下したが深緋骨神経では24週にて低下を認め
た。浅緋骨神経神経束では4週時より神経周膜の肥厚，大径線維の減少を認めた。一方深緋骨神絞神経束
では絞施部，遠位6mmともに24週で明らかな神経周膜の肥厚.小保線維の割合の増加，髄鞘の希薄化を
認めたの慢性の絞trli性神経障害の病態として有髄神経線維は初期にはやや大径化するものの，次第に髄鞘
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の希薄化をきたし遠位性軸索萎縮の状態に至るらのと思われた。またこの実験では，絞施筋膿より離れ
て位置する深俳骨神経の神経束に支配された前腔骨筋から導出した運動神経伝導速度は初期には〆変化せず，
24週ではじめて低下した。また組織学的にも浅緋骨神経神経束に比べ深緋骨神経神経束の方が障害が軽度
であった。このことより絞加する筋艇と神経東の位置関係によって神経束の障害の程度が異なるものと考
えられた。本モデルによって臨床における絞拒性神経障害により近い病態が再現可能となった。
以上の研究は整形外科学の分野において寄与することが大であると考えられる。よって本研究者は博士
(戻学)の学位を授与されるに値すると認められる。
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